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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 車 両 に 搭 載 さ れ る 電 池 を 昇 温 さ せ る 車 両 用 電 池 昇 温 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 加 熱 部 に よ っ て 加 熱 さ れ た 水 を 循 環 さ せ て 空 調 装 置 の 暖 房 時 に 車 室 内 へ 送 風 す る 空 気 を  
加 熱 す る 第 １ 回 路 と 、
　 前 記 第 １ 回 路 と 熱 交 換 可 能 で あ っ て 、 前 記 第 １ 回 路 に よ っ て 加 熱 さ れ た 水 を 循 環 さ せ て  
前 記 電 池 を 加 熱 す る 第 ２ 回 路 と 、
　 を 備 え 、
　 前 記 電 池 の 残 量 が 第 １ 所 定 量 よ り 少 な い と き に 、 電 池 温 度 が 所 定 温 度 よ り 低 く 、 か つ 、  
前 記 空 調 装 置 が 暖 房 運 転 を し て い る 場 合 に は 、 前 記 第 ２ 回 路 に よ っ て 前 記 電 池 を 加 熱 す る  
こ と に よ っ て 前 記 電 池 を 昇 温 さ せ 、
前 記 電 池 の 残 量 が 前 記 第 １ 所 定 量 よ り 少 な い 第 ２ 所 定 量 よ り 少 な い と き に 、 前 記 電 池 温 度  
が 前 記 所 定 温 度 よ り 低 く 、 か つ 、 前 記 空 調 装 置 が 暖 房 運 転 を し て い る 場 合 に は 、 前 記 加 熱  
部 の 出 力 を 増 加 さ せ て 前 記 第 ２ 回 路 に よ っ て 前 記 電 池 を 加 熱 す る こ と に よ っ て 前 記 電 池 を  
昇 温 さ せ る 、
　 車 両 用 電 池 昇 温 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 車 両 に 搭 載 さ れ る 電 池 を 昇 温 さ せ る 車 両 用 電 池 昇 温 シ ス テ ム に 関 す る 。

請求項の数　1　（全8頁）　最終頁に続く
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【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 車 両 に 搭 載 さ れ た 電 池 を 低 温 下 に て 充 電 （ 特 に 急 速 充 電 ） す る と き に は 、 電 池 温 度 が 低  
い た め 電 池 の 充 電 量 が 制 限 さ れ る 場 合 が あ る 。 従 来 、 こ の よ う な 場 合 に は 、 電 池 の 充 電 量  
が 制 限 さ れ な い よ う に 、 電 池 昇 温 シ ス テ ム に よ っ て 電 池 を 昇 温 さ せ て い た 。 例 え ば 、 特 許  
文 献 １ に は 、 内 燃 機 関 、 蓄 熱 器 ま た は 電 気 ヒ ー タ に よ っ て 加 熱 さ れ た 水 を 循 環 さ せ て 電 池  
を 加 熱 す る 電 池 昇 温 シ ス テ ム が 開 示 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ ２ ０ － １ ３ ３ ５ ８ ８ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 充 電 開 始 後 か ら 上 記 電 池 昇 温 シ ス テ ム に よ っ て 電 池 の 昇 温 を 開 始 し た 場 合 に は  
、 電 池 の 熱 容 量 が 大 き い た め 、 電 池 が 目 的 温 度 （ 電 池 の 充 電 量 の 制 限 が 解 除 さ れ る 温 度 ）  
に 至 る ま で は 、 電 池 の 充 電 量 が 制 限 さ れ る た め 、 充 電 時 間 が 長 く な っ て し ま う 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 電 池 の 充 電 時 間 を 短 く す る こ と が で き る 車 両 用 電 池 昇 温 シ ス テ ム を  
提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に 係 る 車 両 用 電 池 昇 温 シ ス テ ム は 、 車 両 に 搭 載 さ れ る 電 池 を 昇 温 さ せ る 車 両 用 電  
池 昇 温 シ ス テ ム で あ っ て 、 加 熱 部 に よ っ て 加 熱 さ れ た 水 を 循 環 さ せ て 空 調 装 置 の 暖 房 運 転  
時 に 車 室 内 へ 送 風 す る 空 気 を 加 熱 す る 第 １ 回 路 と 、 第 １ 回 路 と 熱 交 換 可 能 で あ っ て 、 第 １  
回 路 に よ っ て 加 熱 さ れ た 水 を 循 環 さ せ て 電 池 を 加 熱 す る 第 ２ 回 路 と 、 を 備 え 、 電 池 残 量 が  
第 １ 所 定 量 よ り 少 な い と き に 、 電 池 温 度 が 所 定 温 度 よ り 低 く 、 か つ 、 空 調 装 置 が 暖 房 運 転  
を し て い る 場 合 に は 、 第 ２ 回 路 に よ っ て 電 池 を 加 熱 す る こ と に よ っ て 電 池 を 昇 温 さ せ る こ  
と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 構 成 と す る こ と に よ っ て 、 電 池 残 量 が 第 １ 所 定 量 よ り 少 な い と き に は 、 近 い う ち に  
電 池 を 充 電 す る こ と が 予 測 さ れ る た め 、 電 池 が 所 定 温 度 よ り 低 く 、 か つ 、 空 調 装 置 が 暖 房  
運 転 を し て い る 場 合 に は 、 予 め 電 池 を 昇 温 さ せ て 、 そ の 後 に 電 池 を 充 電 す る 際 の 充 電 時 間  
を 短 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に 係 る 車 両 用 電 池 昇 温 シ ス テ ム に お い て 、 電 池 残 量 が 第 ２ 所 定 量 （ 第 １ 所 定 量 よ  
り 少 な い ） よ り 少 な い と き に 、 電 池 が 所 定 温 度 よ り 低 く 、 か つ 、 空 調 装 置 が 暖 房 運 転 を し  
て い る 場 合 に は 、 加 熱 部 の 出 力 を 増 加 さ せ て 第 ２ 回 路 に よ っ て 電 池 を 加 熱 す る こ と に よ っ  
て 電 池 を 昇 温 さ せ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 構 成 と す る こ と に よ っ て 、 電 池 残 量 が 第 ２ 所 定 量 （ 第 １ 所 定 量 よ り 少 な い ） よ り 少  
な い と き に は 、 近 い う ち に 電 池 を 充 電 す る 状 況 が 予 測 さ れ る の で 、 電 池 が 所 定 温 度 よ り 低  
く 、 か つ 、 空 調 装 置 が 暖 房 運 転 を し て い る 場 合 に は 、 加 熱 部 の 出 力 を 増 加 さ せ て 、 予 め 電  
池 を 早 急 に 昇 温 さ せ て 、 そ の 後 に 電 池 を 充 電 す る 際 の 充 電 時 間 を 短 く す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 車 両 用 電 池 昇 温 シ ス テ ム に よ れ ば 、 予 め 電 池 を 昇 温 さ せ て 、 そ の 後 の 電 池 の 充  
電 時 間 を 短 く す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ １ 】
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【 図 １ 】 実 施 形 態 に 係 る 車 両 の 構 成 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 形 態 の 一 例 で あ る 電 池 昇 温 シ ス テ ム の 構 成 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 制 御 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 制 御 装 置 に よ る 電 池 昇 温 制 御 の 流 れ を 示 す フ ロ ー 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 の 一 例 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 以 下 の 説 明 に お い て 、 具 体 的  
な 形 状 、 材 料 、 方 向 、 数 値 等 は 、 本 発 明 の 理 解 を 容 易 に す る た め の 例 示 で あ っ て 、 用 途 、  
目 的 、 仕 様 等 に 合 わ せ て 適 宜 変 更 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 電 池 昇 温 シ ス テ ム １ ０ は 、 車 両 ５ に 搭 載 さ れ る 電 池 ６ を 昇 温 さ せ る シ ス テ ム で あ る 。 電  
池 昇 温 シ ス テ ム １ ０ に よ れ ば 、 詳 細 は 後 述 す る が 、 電 池 ６ の 電 池 残 量 Ｓ О Ｃ が 少 な い と き  
に は 、 近 い う ち に 電 池 ６ を 充 電 す る こ と が 予 測 さ れ る た め 、 電 池 温 度 Ｔ ｂ が 低 く 、 か つ 、  
空 調 装 置 ７ が 暖 房 運 転 を し て い る 場 合 に は 、 予 め 電 池 ６ を 昇 温 さ せ て 、 そ の 後 の 電 池 ６ の  
充 電 時 間 を 短 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
「 車 両 」
　 図 １ を 用 い て 、 実 施 形 態 に 係 わ る 車 両 ５ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 実 施 形 態 の 車 両 ５ は 、 ４ 輪 の 電 動 車 両 で あ っ て 、 電 池 ６ に よ っ て 電 力 供 給 さ れ る 電 動  
機 （ 図 示 な し ） に よ っ て 走 行 す る 。 た だ し 、 車 両 ５ は 、 電 動 車 両 に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば ハ  
イ ブ リ ッ ド 車 両 で あ っ て も よ い 。 車 両 ５ は 、 そ れ ぞ れ 詳 細 は 後 述 す る 電 池 ６ と 、 空 調 装 置  
７ と 、 電 池 昇 温 シ ス テ ム １ ０ と を 有 し て い る 。 ま た 、 車 両 ５ は 、 外 気 温 度 Ｔ о を 検 出 す る  
外 気 温 度 セ ン サ ５ １ と 、 電 池 温 度 Ｔ ｂ を 検 出 す る 電 池 温 度 セ ン サ ５ ２ と 、 車 両 ５ の 車 速 Ｖ  
を 検 出 す る 車 速 セ ン サ ５ ３ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 電 池 ６ は 、 充 放 電 可 能 で あ っ て 走 行 用 の 電 動 機 に 電 力 供 給 す る 。 電 池 温 度 Ｔ ｂ が 低 い 状  
態 で 充 電 を 行 う と 、 充 電 効 率 が 低 下 す る 。 充 電 効 率 が 低 下 す る と は 、 充 電 時 間 が 増 加 す る  
と 共 に 充 電 量 が 低 下 す る こ と で あ る 。 電 池 ６ は 、 電 池 Ｅ Ｃ Ｕ （ 図 示 な し ） に よ っ て 充 電 ま  
た は 放 電 が 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 空 調 装 置 ７ は 、 冷 房 運 転 お よ び 暖 房 運 転 を 行 う こ と に よ っ て 車 室 内 ８ を 空 調 す る 。 空 調  
装 置 ７ が 暖 房 運 転 を す る 時 に は 、 後 述 す る 第 １ 回 路 ２ ０ に て 循 環 す る 水 に よ っ て 車 室 内 ８  
に 送 風 す る 空 気 を 加 熱 す る 。 空 調 装 置 ７ は 、 空 調 Ｅ Ｃ Ｕ （ 図 示 な し ） に よ っ て 冷 房 ま た は  
暖 房 運 転 が 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
「 電 池 昇 温 シ ス テ ム 」
　 図 ２ を 用 い て 、 実 施 形 態 の 一 例 で あ る 電 池 昇 温 シ ス テ ム １ ０ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 電 池 昇 温 シ ス テ ム １ ０ は 、 上 述 し た よ う に 電 池 ６ を 昇 温 さ せ る シ ス テ ム で あ る 。 電 池 昇  
温 シ ス テ ム １ ０ は 、 そ れ ぞ れ 詳 細 は 後 述 す る 、 第 １ 回 路 ２ ０ と 、 第 ２ 回 路 ３ ０ と 、 制 御 装  
置 （ 以 下 、 Ｅ Ｃ Ｕ （ Ｅ ｌ ｅ ｃ ｔ ｒ ｏ ｎ ｉ ｃ   Ｃ ｏ ｎ ｔ ｒ ｏ ｌ   Ｕ ｎ ｉ ｔ ） ４ ０ ） を 有 し て い  
る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 第 １ 回 路 ２ ０ は 、 加 熱 部 と し て の 電 気 ヒ ー タ ２ １ と 、 熱 媒 体 と し て の 水 を 循 環 さ せ る ポ  
ン プ ２ ２ と 、 空 調 装 置 ７ の 暖 房 時 に 車 室 内 ８ へ 送 風 す る 空 気 を 加 熱 す る ヒ ー タ コ ア ２ ３ と  
、 第 ２ 回 路 ３ ０ を 循 環 す る 水 と 熱 交 換 す る 熱 交 換 器 ２ ４ と を 有 し て い る 。 な お 、 第 １ 回 路  
２ ０ は 、 流 量 制 御 弁 を 有 し 、 循 環 水 の 流 量 を 制 御 可 能 な 構 成 で あ っ て も よ い 。 ま た 、 第 １  
回 路 ２ ０ で は 、 電 気 ヒ ー タ ２ １ に よ っ て 循 環 水 が 加 熱 さ れ る 構 成 の み な ら ず 、 第 １ 回 路 ２  
０ に 熱 交 換 器 を 設 け て 当 該 熱 交 換 器 を ヒ ー ト ポ ン プ サ イ ク ル に よ っ て 加 熱 す る 構 成 で あ っ  
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て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 記 構 成 と す る こ と に よ っ て 、 循 環 水 を 媒 体 と し て 電 気 ヒ ー タ ２ １ の 熱 が ヒ ー タ コ ア ２  
３ に 伝 達 さ れ て 空 調 装 置 ７ の 暖 房 時 に 車 室 内 ８ へ 送 風 す る 空 気 を 加 熱 し 、 電 気 ヒ ー タ ２ １  
の 熱 が 熱 交 換 器 ２ ４ を 介 し て 第 ２ 回 路 ３ ０ に 伝 達 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 第 ２ 回 路 ３ ０ は 、 上 述 し た 熱 交 換 器 ２ ４ と 、 熱 媒 体 と し て の 水 を 循 環 さ せ る ポ ン プ ３ ２  
と 、 電 池 ６ の 周 囲 に 循 環 水 を 通 過 さ せ て 電 池 ６ を 加 熱 す る 電 池 加 熱 器 ３ ３ と を 有 し て い る  
。 第 ２ 回 路 ３ ０ は 、 流 量 制 御 弁 を 有 し 、 循 環 水 の 流 量 を 制 御 可 能 な 構 成 で あ っ て も よ い 。  
上 記 構 成 と す る こ と に よ っ て 、 循 環 水 を 媒 体 と し て 第 １ 回 路 ２ ０ の 電 気 ヒ ー タ ２ １ の 熱 が  
第 ２ 回 路 ３ ０ を 介 し て 電 池 加 熱 器 ３ ３ に 伝 達 さ れ 、 電 池 ６ を 加 熱 し て 電 池 ６ を 昇 温 さ せ る  
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ３ を 用 い て 、 Ｅ Ｃ Ｕ ４ ０ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 Ｅ Ｃ Ｕ ４ ０ は 、 電 池 昇 温 シ ス テ ム １ ０ に お い て 詳 細 は 後 述 す る 電 池 昇 温 制 御 を 実 行 す る  
。 Ｅ Ｃ Ｕ ４ ０ は 、 内 部 に 情 報 処 理 を 行 う Ｃ Ｐ Ｕ を 有 す る プ ロ セ ッ サ ４ １ と 、 プ ロ セ ッ サ ４  
１ が 実 行 す る ソ フ ト ウ ェ ア 、 プ ロ グ ラ ム ま た は デ ー タ を 格 納 す る メ モ リ ４ ２ と を 有 す る コ  
ン ピ ュ ー タ で あ る （ 図 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 Ｅ Ｃ Ｕ ４ ０ は 、 そ れ ぞ れ 上 述 し た 、 外 気 温 度 セ ン サ ５ １ と 、 電 池 温  
度 セ ン サ ５ ２ と 、 車 速 セ ン サ ５ ３ と 、 空 調 Ｅ Ｃ Ｕ （ 図 示 な し ） と 、 電 池 Ｅ Ｃ Ｕ （ 図 示 な し  
） と 、 に 接 続 さ れ て い る 。 Ｅ Ｃ Ｕ ４ ０ は 、 当 該 セ ン サ お よ び 当 該 ユ ニ ッ ト か ら 、 外 気 温 度  
Ｔ о 、 電 池 温 度 Ｔ ｂ 、 車 両 ５ が 走 行 中 で あ る こ と 、 空 調 装 置 ７ が 暖 房 運 転 を し て い る 状 態  
で あ る こ と 、 電 池 ６ の 電 池 残 量 Ｓ О Ｃ を 取 得 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 Ｅ Ｃ Ｕ ４ ０ は 、 そ れ ぞ れ 詳 細 は 後 述 す る 、 第 １ 電 池 昇 温 部 ４ ３ と 、 第 ２ 電 池 昇 温 部 ４ ４  
と を 有 す る 。 第 １ 電 池 昇 温 部 ４ ３ お よ び 第 ２ 電 池 昇 温 部 ４ ４ は 、 プ ロ セ ッ サ ４ １ が メ モ リ  
４ ２ に 格 納 さ れ た プ ロ グ ラ ム を 実 行 す る こ と に よ り 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 第 １ 電 池 昇 温 部 ４ ３ は 、 車 両 ５ が 走 行 中 で あ っ て 、 電 池 残 量 Ｓ О Ｃ が 第 １ 所 定 量 Ｓ О Ｃ  
１ よ り 小 さ い と き に 、 電 池 温 度 Ｔ ｂ が 所 定 温 度 Ｔ ｂ １ よ り 低 く 、 か つ 、 空 調 装 置 ７ が 暖 房  
運 転 を し て い る 場 合 に は 、 第 ２ 回 路 ３ ０ の ポ ン プ ３ ２ を 駆 動 し て 第 ２ 回 路 ３ ０ の 水 を 循 環  
さ せ る 。 な お 、 空 調 装 置 ７ が 暖 房 運 転 を し て い る た め 、 第 １ 回 路 ２ ０ の ポ ン プ ２ ２ が 駆 動  
し て 第 １ 回 路 ２ ０ の 循 環 水 は 循 環 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 な お 、 空 調 装 置 ７ が 暖 房 運 転 を し て い な い 場 合 に は 、 電 池 温 度 Ｔ ｂ が 所 定 温 度 Ｔ ｂ １ よ  
り 低 く な る こ と は 考 え に く い た め 、 電 池 ６ を 昇 温 す る 必 要 が な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ れ に よ り 、 電 気 ヒ ー タ ２ １ の 熱 が 第 １ 回 路 ２ ０ を 循 環 す る 水 に よ っ て 熱 交 換 器 ２ ４ に  
伝 達 さ れ 、 熱 交 換 器 ２ ４ に 伝 達 さ れ た 熱 が 第 ２ 回 路 ３ ０ を 循 環 す る 水 に よ っ て 電 池 加 熱 器  
３ ３ に 伝 達 さ れ 、 電 池 ６ が 加 熱 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 つ ま り 、 電 池 残 量 Ｓ О Ｃ が 第 １ 所 定 量 Ｓ О Ｃ １ よ り 少 な い と き に は 、 近 い う ち に 電 池 ６  
を 充 電 す る こ と が 予 測 さ れ る た め 、 電 池 温 度 Ｔ ｂ が 所 定 温 度 Ｔ ｂ １ よ り 低 く 、 か つ 、 空 調  
装 置 ７ が 暖 房 運 転 を し て い る 場 合 に は 、 予 め 電 池 ６ を 昇 温 さ せ て 、 そ の 後 の 電 池 ６ の 充 電  
時 間 を 短 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 第 ２ 電 池 昇 温 部 ４ ４ は 、 車 両 ５ が 走 行 中 で あ っ て 、 電 池 残 量 Ｓ О Ｃ が 第 ２ 所 定 量 Ｓ О Ｃ  
２ （ 第 １ 所 定 量 Ｓ О Ｃ １ よ り 少 な い ） よ り 少 な い と き に 、 電 池 温 度 Ｔ ｂ が 所 定 温 度 Ｔ ｂ １  
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よ り 低 く 、 か つ 、 空 調 装 置 ７ が 暖 房 運 転 を し て い る 場 合 に は 、 電 気 ヒ ー タ ２ １ の 出 力 を 増  
加 さ せ て 、 第 ２ 回 路 ３ ０ の ポ ン プ ３ ２ を 駆 動 し て 第 ２ 回 路 ３ ０ の 水 を 循 環 さ せ る 。 な お 、  
上 述 し た よ う に 、 空 調 装 置 ７ が 暖 房 運 転 を し て い る た め 、 第 １ 回 路 ２ ０ の ポ ン プ ２ ２ は 駆  
動 し て 第 １ 回 路 ２ ０ の 循 環 水 は 循 環 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 電 気 ヒ ー タ ２ １ の 出 力 が 増 加 さ れ る こ と に よ っ て 、 電 気 ヒ ー タ ２ １ の 熱 が 第 １ 回 路 ２ ０  
を 循 環 す る 水 に よ っ て 熱 交 換 器 ２ ４ に 伝 達 さ れ 、 熱 交 換 器 ２ ４ に 伝 達 さ れ た 熱 が 第 ２ 回 路  
３ ０ を 循 環 す る 水 に よ っ て 電 池 加 熱 器 ３ ３ に 伝 達 さ れ 、 電 池 ６ が 大 き く 加 熱 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ こ で 、 電 気 ヒ ー タ ２ １ の 出 力 を 増 加 さ せ る に は 、 第 １ 回 路 ２ ０ の 目 標 水 温 Ｔ Ｗ О を 増  
加 さ せ る こ と が 好 ま し い 。 こ の と き 、 第 １ 回 路 ２ ０ に 温 度 セ ン サ を 設 け 、 第 １ 回 路 ２ ０ の  
循 環 水 の 水 温 を 検 出 し な が ら フ ィ ー ド バ ッ ク 制 御 に よ っ て 電 気 ヒ ー タ ２ １ の 出 力 を 増 加 さ  
せ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 つ ま り 、 電 池 ６ の 電 池 残 量 Ｓ О Ｃ が 極 め て 少 な い と き に は 、 近 い う ち に 電 池 ６ を 充 電 す  
る こ と が 予 測 さ れ る た め 、 電 池 温 度 Ｔ ｂ が 低 く 、 か つ 、 空 調 装 置 ７ が 暖 房 運 転 を し て い る  
場 合 に は 、 電 気 ヒ ー タ ２ １ の 出 力 を 増 加 さ せ て 予 め 電 池 ６ を 早 急 に 昇 温 さ せ て 、 そ の 後 に  
電 池 ６ を 充 電 す る 際 の 充 電 時 間 を 短 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ４ を 用 い て 、 制 御 装 置 ４ ０ に よ る 電 池 昇 温 制 御 の 流 れ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ １ に お い て 、 プ ロ セ ッ サ ４ １ は 、 車 速 セ ン サ ５ ３ に よ っ て 車 両 ５ が 走 行 中  
か ど う か を 確 認 す る 。 具 体 的 に は 、 車 速 Ｖ が 所 定 速 度 Ｖ １ 以 上 で あ れ ば 走 行 中 で あ る と す  
る 。 車 両 ５ が 走 行 中 で あ れ ば 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ に 移 行 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ に お い て 、 プ ロ セ ッ サ ４ １ は 、 外 気 温 度 セ ン サ ５ １ に よ っ て 外 気 温 度 Ｔ  
о が 所 定 温 度 Ｔ о １ よ り 小 さ い か ど う か を 確 認 す る 。 外 気 温 度 Ｔ о が 所 定 温 度 Ｔ о １ よ り  
小 さ い 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ に 移 行 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ に お い て 、 プ ロ セ ッ サ ４ １ は 、 電 池 温 度 セ ン サ ５ ２ に よ っ て 電 池 温 度 Ｔ  
ｂ が 所 定 温 度 Ｔ ｂ １ よ り 小 さ い か ど う か を 確 認 す る 。 電 池 温 度 Ｔ ｂ が 所 定 温 度 Ｔ ｂ １ よ り  
小 さ い 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ に 移 行 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ に お い て 、 プ ロ セ ッ サ ４ １ は 、 空 調 Ｅ Ｃ Ｕ に よ っ て 空 調 装 置 ７ が 暖 房 運  
転 を し て い る 状 態 か ど う か を 確 認 す る 。 空 調 装 置 ７ が 暖 房 運 転 を し て い る 場 合 に は 、 ス テ  
ッ プ Ｓ １ ５ に 移 行 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ５ に お い て 、 プ ロ セ ッ サ ４ １ は 、 電 池 Ｅ Ｃ Ｕ に よ っ て 電 池 残 量 Ｓ О Ｃ が 第  
１ 所 定 量 Ｓ О Ｃ １ よ り 少 な い か ど う か を 確 認 す る 。 電 池 残 量 Ｓ О Ｃ が 第 １ 所 定 量 Ｓ О Ｃ １  
よ り 少 な い 場 合 に は ス テ ッ プ Ｓ １ ６ に 移 行 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ６ に お い て 、 プ ロ セ ッ サ ４ １ は 、 電 池 Ｅ Ｃ Ｕ に よ っ て 電 池 残 量 Ｓ О Ｃ が 第  
２ 所 定 量 Ｓ О Ｃ ２ よ り 少 な い か ど う か を 確 認 す る 。 電 池 残 量 Ｓ О Ｃ が 第 ２ 所 定 量 Ｓ О Ｃ ２  
以 上 の 場 合 に は ス テ ッ プ Ｓ １ ７ に 移 行 す る 。 電 池 残 量 Ｓ О Ｃ が 第 ２ 所 定 量 Ｓ О Ｃ ２ よ り 少  
な い 場 合 に は ス テ ッ プ Ｓ １ ８ へ 移 行 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ７ に お い て 、 プ ロ セ ッ サ ４ １ は 、 第 ２ 回 路 ３ ０ の ポ ン プ ３ ２ を 駆 動 し て 第  
２ 回 路 ３ ０ の 水 を 循 環 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 電 気 ヒ ー タ ２ １ の 熱 が 第 １ 回 路 ２ ０ を 循 環 す  
る 水 に よ っ て 熱 交 換 器 ２ ４ に 伝 達 さ れ 、 熱 交 換 器 ２ ４ に 伝 達 さ れ た 熱 が 第 ２ 回 路 ３ ０ を 循  
環 す る 水 に よ っ て 電 池 加 熱 器 ３ ３ に 伝 達 さ れ 、 電 池 ６ が 加 熱 さ れ る 。
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【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ の 結 果 、 電 池 残 量 Ｓ О Ｃ が 少 な い と き に は 、 近 い う ち に 電 池 ６ を 充 電 す る 状 況 が 予 測  
さ れ る の で 、 電 池 温 度 Ｔ ｂ が 所 定 温 度 Ｔ ｂ １ よ り 低 く 、 か つ 、 空 調 装 置 ７ が 暖 房 運 転 を し  
て い る 場 合 に は 、 予 め 電 池 ６ を 昇 温 さ せ て 、 そ の 後 の 電 池 ６ の 充 電 時 間 を 短 く す る こ と が  
で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ８ に お い て 、 プ ロ セ ッ サ ４ １ は 、 電 気 ヒ ー タ ２ １ の 出 力 を 増 加 さ せ て 、 第  
２ 回 路 ３ ０ の ポ ン プ ３ ２ を 駆 動 し て 第 ２ 回 路 ３ ０ の 水 を 循 環 さ せ る 。 電 気 ヒ ー タ ２ １ の 出  
力 が 増 加 さ れ 、 電 気 ヒ ー タ ２ １ の 熱 が 第 １ 回 路 ２ ０ を 循 環 す る 水 に よ っ て 熱 交 換 器 ２ ４ に  
伝 達 さ れ 、 熱 交 換 器 ２ ４ に 伝 達 さ れ た 熱 が 第 ２ 回 路 ３ ０ を 循 環 す る 水 に よ っ て 電 池 加 熱 器  
３ ３ に 伝 達 さ れ 、 電 池 ６ が 加 熱 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の 結 果 、 電 池 ６ の 電 池 残 量 Ｓ О Ｃ が 極 め て 少 な い と き に は 、 近 い う ち に 電 池 ６ を 充 電  
す る 状 況 が 予 測 さ れ る の で 、 電 池 温 度 Ｔ ｂ が 低 く 、 か つ 、 空 調 装 置 ７ が 暖 房 運 転 を し て い  
る 場 合 に は 、 電 気 ヒ ー タ ２ １ の 出 力 を 増 加 さ せ て 予 め 電 池 ６ を 早 急 に 昇 温 さ せ て 、 そ の 後  
に 電 池 ６ を 充 電 す る 際 の 充 電 時 間 を 短 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 な お 、 本 発 明 は 上 述 し た 実 施 形 態 お よ び そ の 変 形 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 願 の  
特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 事 項 の 範 囲 内 に お い て 種 々 の 変 更 や 改 良 が 可 能 で あ る こ と は  
勿 論 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ５   車 両 、 ６   電 池 、 ７   空 調 装 置 、 ８   車 室 内 １ ０   電 池 昇 温 シ ス テ ム 、 ２ ０   第 １ 加 熱  
回 路 、 ２ １   電 気 ヒ ー タ （ 加 熱 部 ） 、 ２ ２   ポ ン プ 、 ２ ３   ヒ ー タ コ ア 、 ２ ４   熱 交 換 器 、  
３ ０   第 ２ 加 熱 回 路 、 ３ １   ポ ン プ 、 ３ ２   電 池 加 熱 器 、 ４ ０   制 御 装 置 （ Ｅ Ｃ Ｕ ） 、 ４ １   
プ ロ セ ッ サ 、 ４ ２   メ モ リ 、 ４ ３   第 １ 電 池 昇 温 部 、 ４ ４   第 ２ 電 池 昇 温 部 、 ５ １   外 気 温  
度 セ ン サ 、 ５ ２   電 池 温 度 セ ン サ 、 ５ ３   車 速 セ ン サ
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】



10

JP 7697409 B2 2025.6.24(8)

フロントページの続き
(51)国際特許分類
　   Ｈ０１Ｍ 10/651 (2014.01)

ＦＩ
　Ｈ０１Ｍ 10/651 　　　　 　　　

(56)参考文献 米国特許出願公開第２０１２／０２４１１２９（ＵＳ，Ａ１）
特開２０２０－０１３７２６（ＪＰ，Ａ）
特開２０２２－０１３５７１（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野　(Int.Cl.，ＤＢ名)
Ｂ６０Ｋ      １／０４
Ｈ０１Ｍ    １０／６１５
Ｈ０１Ｍ    １０／６３３
Ｈ０１Ｍ    １０／６２５
Ｈ０１Ｍ    １０／６５６８
Ｈ０１Ｍ    １０／６５１


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

